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新
国
家
戦
略
策
定
に
着
手

生物多様性

環
境
省
、中
環
審

専
門
委
で
議
論

「
愛
知
目
標
」達
成
へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
調
達
物
品
判
断
基
準

環境省

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
強
化

バ
イ
オ
マ
ス
焼
却
設
備

レ
ン
ゴ
ー
、
利
根

川
事
業
所
に
導
入

発
が
ん
試
験
に
メ
タ

ク
リ
ル
酸
ブ
チ
ル

厚
労
省
検
討

会

が

選

定

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
は
今

夏
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
１０
％
、

廃
糖
蜜
を
原
料
と
す
る
Ｅ
Ｇ

（
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
）

を
使
っ
た
植
物
由
来
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
２７
％
そ
れ
ぞ
れ
混
合
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

を
導
入
す
る
。「
生
茶
」
ブ
ラ

ン
ド
の
２
�
ボ
ト
ル
な
ど
が

対
象
。
バ
ー
ジ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を

使
用
す
る
場
合
に
比
べ
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
を
約
２７
％
削
減

で
き
る
と
い
う
。

Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
、
い
わ
ゆ

る
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル（
Ｂ

ｔ
ｏ
Ｂ
）」技
術
を
持
つ
協
栄

産
業
（
栃
木
県
小
山
市
）
と

提
携
し
、
確
保
す
る
。
比
較

的
汚
れ
が
少
な
い
、
自
治
体

経
由
で
回
収
し
た
生
活
系
の

使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を

破
砕
後
、
同
社
の
「
再
縮
合

重
合
プ
ラ
ン
ト
」
で
洗
浄
、

高
温
・
高
圧
条
件
下
で
揮
発

成
分
な
ど
を
徹
底
的
に
除
去

し
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
得
る
。

協
栄
産
業
は
、
米
食
品
医

薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
定
め

る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食

品
接
触
用
途
の
安
全
性
基
準

（
溶
出
試
験
で
、
残
留
す
る

汚
染
物
質
が
１０
ｐ
ｐ
ｂ
以

下
）
を
満
た
し
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の

承
認
を
取
得
済
み
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
と
し

て
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
独
自

評
価
を
行
い
、
十
分
な
安
全

性
を
確
認
し
た
。
今
後
、
市

場
動
向
を
み
な
が
ら
、
Ｍ
Ｒ

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
植
物
由
来
Ｐ
Ｅ
Ｔ

の
使
用
比
率
を
引
き
上
げ
て

い
く
。
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
原
料

投
入
量
を
増
や
す
た
め
、
年

内
に
自
社
の
ペ
レ
ッ
ト
混
合

器
の
更
新
・
能
力
増
強
に
向

け
た
検
討
を
開
始
す
る
。

同
社
が
行
っ
た
Ｌ
Ｃ
Ａ

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
）
に
よ
る
と
、
Ｍ
Ｒ

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
使
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
は
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
使
う
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に
比
べ
、
１
本

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
約
１２
％
抑
制
で
き
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
も
同
約
２２
％

（
４０
�
）
少
な
い
と
い
う
。

環
境
省
は
新
た
な
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
の
策
定
に
着

手
し
た
。
細
野
剛
志
大
臣
の

諮
問
を
受
け
て
、
中
央
環
境

審
議
会
の
専
門
委
員
会
が
９

日
に
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
新
戦
略
は
、
２
０

１
０
年
の
生
物
多
様
性

条
約
第
１０
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
で
決

定
し
た
愛
知
目
標
達
成

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
な
る
。
９
月
に
閣

議
決
定
し
、
１０
月
に
イ

ン
ド
・
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー

ド
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

Ｐ
１１
で
世
界
に
発
信
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
で
は
、
陸
域
の

１７
％
、
海
域
の
１０
％
を
保
護

区
域
に
す
る
な
ど
２０
項
目
か

ら
な
る
愛
知
目
標
を
決
定
。

新
国
家
戦
略
は
、
そ
の
達
成

に
向
け
た
方
針
・
施
策
を
提

示
す
る
。
東
日
本
大
震
災
の

経
験
も
踏
ま
え
、
安
全
・
安

心
が
確
保
さ
れ
た
「
人
と
自

然
と
の
共
生
」
を
実
現
す
る

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
。

戦
略
策
定
に
当
た
っ
て
の

課
題
・
論
点
の
１
つ
が
、
生

物
多
様
性
が
も
た
ら
す
価
値

の
「
見
え
る
化
」
と
経
済
活

動
へ
の
取
り
組
み
。
生
物
多

様
性
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま

な
恵
み
を
指
標
化
し
、
都
市

開
発
な
ど
で
失
わ
れ
た
生
物

多
様
性
を
別
の
場
所
で
再
生

し
て
埋
め
合
わ
せ
す
る
「
生

物
多
様
性
オ
フ
セ
ッ
ト
」
な

ど
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用

し
た
経
済
手
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

ま
た
生
物
多
様
性
に
か
か

わ
る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
検
討
。
Ｃ
Ｏ
２

の
増
加
が
主
原
因
と
さ
れ
る

海
洋
の
酸
性
化
、
有
益
昆
虫

へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺

虫
剤
、
福
島
第
一
原
発
事
故

を
契
機
と
し
た
放
射
性
物
質

汚
染
へ
の
対
応
な
ど
が
論
点

と
な
る
。

９
日
の
中
央
環
境
審
議
会

自
然
環
境
・
野
生
生
物
合
同

部
会
に
出
席
し
た
細
野
大
臣

は
「
人
と
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
愛
知
目
標
の
達
成
に

向
け
た
日
本
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
し
て
新
た
な
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
を
世
界
に
示

し
、
議
長
国
の
責
任
を
全
う

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
限
ら
ず
容

器
包
装
は
、
内
容
物
の
保
護
や

取
扱
性
の
向
上
、
商
品
情
報
の

発
信
な
ど
の
機
能
を
発
揮
し
て

お
り
、
消
費
者
の
安
全
性
や
利

便
性
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
機
能
は

あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
単
な
る
容

れ
物
と
捉
え
ら
れ
が
ち
。
環
境

配
慮
の
視
点
で
も
、
食
品
ロ
ス

の
低
減
、
輸
送
効
率
の
向
上
な

ど
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
て

い
る
が
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル

問
題
を
中
心
に
使
用
後
の
取
り

扱
い
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

交
流
会
で
は
、
特
定
事
業
者

の
取
り
組
み
と
し
て
日
本
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
工
業
連
盟
が
昨
年
１０

月
に
行
っ
た
提
言
「
プ
ラ
容
器

包
装
の
機
能
と
環
境
配
慮
」
を

紹
介
し
た
。
同
提
言
は
、
レ
ト

ル
ト
食
品
パ
ウ
チ
、
練
り
ワ
サ

ビ
の
チ
ュ
ー
ブ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

の
ボ
ト
ル
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、

食
品
ト
レ
イ
な
ど
を
事
例
に
、

プ
ラ
製
容
器
包
装
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
促
す
た
め
に
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
。「
プ
ラ
製
容

器
包
装
は
商
品
の
一
部
で
あ

り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

環
境
配
慮
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

環
境
配
慮
は
、
軽
量
化
・
薄

肉
化
な
ど
「
容
器
包
装
の
環
境

配
慮
」、
保
存
性
の
向
上
、
コ

ン
パ
ク
ト
化
な
ど
「
内
容
物
の

環
境
配
慮
」、
輸
送
の
効
率

化
、
廃
棄
ロ
ス
削
減
な
ど
「
流

通
・
販
売
・
使
用
で
の
環
境
配

慮
」
の
３
つ
か
ら
な
る
。
例
え

ば
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ボ
ト
ル
な
ど

多
く
の
食
品
容
器
包
装
は
、
素

材
を
多
層
構
造
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
内
容
物
の
劣
化
を
防
い

で
い
る
。
複
合
素
材
が
材
料
リ

サ
イ
ク
ル
（
Ｍ
Ｒ
）
に
不
向
き

と
い
う
理
由
だ
け
で
単
一
素
材

に
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
食
品
資

源
の
ロ
ス
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。提

言
は
、
容
器
包
装
に
求
め

ら
れ
る
機
能
と
環
境
配
慮
は
必

ず
し
も
Ｍ
Ｒ
優
先
に
は
結
び
付

か
な
い
こ
と
を
訴
求
し
て
お

り
、
交
流
会
で
も
「
容
器
包
装

だ
け
に
過
大
な
課
題
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
世
界
最
高

水
準
の
容
器
包
装
技
術
を
生
か

し
主
体
間
連
携
で
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
こ
と
が
環
境
配

慮
に
つ
な
が
る
」
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
洗
剤
や
カ
レ
ー
な
ど

に
使
わ
れ
る
プ
ラ
製
容
器
包
装

の
軽
量
化
・
薄
肉
化
、
詰
め
替

え
容
器
に
よ
る
本
体
容
器
の
リ

ユ
ー
ス
な
ど
、
花
王
と
ハ
ウ
ス

食
品
の
具
体
的
な
３
Ｒ
の
事
例

も
紹
介
さ
れ
、
会
場
の
興
味
を

集
め
た
。

容
リ
プ
ラ
に
は
多
く
の
種
類

が
あ
り
、「
Ｍ
Ｒ
は
プ
ラ
製
品
へ

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
５０
％
と
も

っ
と
も
高
く
、
残
渣
も
固
形
燃

料
化
し
て
熱
回
収
さ
れ
る
」

（
Ｍ
Ｒ
事
業
者
）、「
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｃ
Ｒ
）
は
複
合

材
料
も
使
え
、
コ
ス
ト
は
Ｍ
Ｒ

の
半
分
」（
Ｃ
Ｒ
事
業
者
）
な

ど
、
再
商
品
化
手
法
に
も
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。「
物
に
よ
っ

て
手
法
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」（
プ
ラ
工
連
）
が
、
再
商
品

化
の
定
義
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
差

が
生
じ
る
た
め
手
法
間
で
の
価

格
競
争
が
困
難
、
Ｍ
Ｒ
優
先
に

よ
り
容
リ
プ
ラ
の
収
集
量
が
伸

び
悩
む
な
ど
、
現
行
の
入
札
制

度
の
ゆ
が
み
も
顕
在
化
し
て
い

る
。中

間
処
理
事
業
者
や
消
費
者

の
代
表
も
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
重
要

な
の
は
「
食
品
ロ
ス
ほ
ど
資
源

を
無
駄
に
す
る
こ
と
は
な
い
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
持
続
可
能
な
社
会
を

つ
く
る
元
気
ネ
ッ
ト
）
こ
と
。

容
リ
法
の
次
期
改
正
は
、
分
別

収
集
・
選
別
保
管
の
あ
り
方
、

プ
ラ
製
容
器
包
装
の
再
商
品
化

手
法
の
見
直
し
な
ど
前
回
改
正

時
の
論
点
も
踏
ま
え
て
議
論
さ

れ
る
見
通
し
だ
が
、
各
主
体
の

努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
「
商
品
全
体
を
捉
え
て
再
商

品
化
手
法
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
」（
河
合
義
雄
プ
ラ

推
進
協
会
長
・
ニ
チ
レ
イ
取
締

役
執
行
役
員
）
と
な
っ
て
い

る
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
は
、
清
涼
飲
料
水
容
器
に
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
材
料
リ

サ
イ
ク
ル
、
Ｍ
Ｒ
）
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
）
を
原
料
に
使

う
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
本
格
投
入
す
る
。
自
社
が
手
掛
け
る
ボ
ト
ル
製
造
の
工
程
で
、
Ｃ

Ｏ
２

お
よ
び
廃
棄
物
の
排
出
を
削
減
す
る
の
が
狙
い
。
バ
ー
ジ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
使
用
し
な

い
ボ
ト
ル
の
市
場
投
入
も
視
野
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
、
植
物
由
来
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
使
用
比
率

を
最
大
化
す
る
検
討
を
始
め
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
「
３
Ｒ
」
の
う
ち
、
軽
量
化
な
ど

の
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
が
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
ビ
ン
に
比
べ
「
リ
ユ
ー
ス
」
も
し

に
く
い
。こ
の
た
め
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
重
視
し
、さ
ら
な
る
環
境
負
荷
低
減
を
図
る
。

環
境
省
は
、
グ
リ
ー
ン
購

入
法
に
基
づ
く
調
達
物
品
の

判
断
基
準
に
つ
い
て
１５
品
目

の
見
直
し
を
行
い
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
、
自
動
車
、
印
刷
な
ど

の
基
準
を
強
化
し
た
。
政
府

は
７
日
、
基
本
方
針
の
変
更

を
閣
議
決
定
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
お
よ
び

電
球
形
の
ラ
ン
プ
は
、
光
源

色
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
を
設
定
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
効
率
や
寿
命
な
ど
判
断
基

準
を
強
化
す
る
。
照
明
器
具

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
寿

命
を
「
３
万
時
間
以
上
」
か

ら
「
４
万
時
間
以
上
」
に
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
は
定
格
寿
命

を
「
２
万
時
間
以
上
」
か
ら

「
３
万
時
間
以
上
」
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
た
。

自
動
車
は
、
燃
費
基
準
を

２
０
１
５
年
度
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
と
し
た
。
ク
リ
ー

ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
取

り
扱
い
変
更
、
重
量
車
の
追

加
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
の

削
除
な
ど
、
対
象
範
囲
も
見

直
し
た
。
稀
少
金
属
類
の
減

量
化
や
再
生
の
た
め
の
設
計

上
の
工
夫
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

支
援
機
能
の
搭
載
を
配
慮
事

項
に
追
加
し
た
。

印
刷
は
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷

に
関
連
す
る
各
工
程
の
環
境

配
慮
項
目
を
判
断
基
準
に
追

加
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
使

用
す
る
イ
ン
キ
、
デ
ジ
タ
ル

印
刷
に
使
用
す
る
ト
ナ
ー
お

よ
び
イ
ン
ク
の
化
学
安
全
性

の
確
認
も
追
加
し
た
。

高
日
射
反
射
率
塗
料
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
制
定
に
と
も

な
い
高
明
度
塗
料
の
扱
い
を

主
と
し
た
判
断
基
準
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

環
境
省
は
、
今
回
の
見
直

し
内
容
に
つ
い
て
、
全
国
１０

カ
所
で
説
明
会
を
開
催
す

る
。

国
立
情
報
学
研
究

所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）、凸
版

印
刷
、
日
本
ユ
ニ
シ

ス
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ

ー
ス
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
新
た
な
取
引
手

法
の
実
証
実
験
を
行

う
。
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
被
災
地
を
中
心
と
し
た
岩

手
県
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
排

出
権
（
Ｊ
�
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
を
小

口
化
し
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
に
割

り
当
て
て
販
売
す

る
。
排
出
権
は
復

興
支
援
団
体
の
活

動
中
に
排
出
す
る

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
利

用
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
復
興
支
援

と
環
境
貢
献
を
両

立
す
る
。
１３
日
ま

で
行
う
。

釜
石
市
な
ど
岩
手
県
内
の

３
森
林
整
備
事
業
に
係
わ
る

排
出
権
を
１０
�
�
に
小
口
化

し
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
割
り
当

て
、
そ
ご
う
横
浜
店
（
横
浜

市
）
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ラ
ダ

イ
ス
で
販
売
（
売
値
１
０
０

円
）
す
る
。
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
人
は
、
実
験
用
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
排
出
権
を

復
興
支
援
団
体
（
３
団
体
か

ら
１
つ
選
択
）
に
寄
贈
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
カ
ー
ド
は

一
種
の
排
出
権
取
引
に
相
当

し
、
そ
れ
を
一
般
の
人
に
広

く
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
Ｎ
Ｉ
Ｉ
な
ど
が
研
究
す

る
小
口
か
つ
簡
易
な
排
出
権

取
引
手
法
の
有
効
性
を
検
証

す
る
。

段
ボ
ー
ル
国
内
最
大
手
の

レ
ン
ゴ
ー
は
、
基
幹
製
造
拠

点
の
利
根
川
事
業
所
（
茨
城

県
坂
東
市
）
に
バ
イ
オ
マ
ス

焼
却
設
備
を
導
入
し
た
。
工

場
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
よ

る
燃
料
コ
ス
ト
削
減
と
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
削
減
が
狙
い
。

紙
製
品
の
生
産
工
程
で
発
生

す
る
製
紙
ス
ラ
ッ
ジ
な
ど
の

廃
棄
物
を
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
有
効
活
用
し
、
焼
却

熱
を
回
収
す
る
こ
と
で
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
を
年
間
約
６
０

０
０
	
削
減
で
き
る
見
込
み
。

同
事
業
所
に
は
、
製
紙
・

加
工
・
紙
器
の
３
工
場
が
あ

る
。
板
紙
の
生
産
量
は
年
間

約
３２
万
	
で
、
加
工
紙
や
紙

器
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。

既
設
焼
却
炉
の
老
朽
化
に
と

も
な
い
、
環
境
設
備
の
設
計

・
施
工
を
手
掛
け
る
タ
ク
マ

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
バ
イ

オ
マ
ス
焼
却
・
熱
回
収
設
備

を
導
入
し
た
。

同
社
は
よ
り
軽
く
、
よ
り

薄
く
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
も
少
な

い
「
軽
薄
炭
少
」
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
づ
く
り
を
理
想
と
し
、

環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
各
事
業
所

で
、
廃
棄
物
の
有
効
利
用
や

太
陽
光
発
電
な
ど
環
境
設
備

の
導
入
を
進
め
る
。

厚
生
労
働
省
の
「
化
学
物

質
の
リ
ス
ク
評
価
検
討
会
・

有
害
性
評
価
小
検
討
会
」
は
、

発
が
ん
性
を
調
べ
る
対
象
物

質
に
、
塗
料
な
ど
に
使
わ
れ

る
メ
タ
ク
リ
ル
酸
ブ
チ
ル
を

選
定
し
た
。
来
年
度
か
ら
５

年
程
度
を
か
け
て
動
物
に
対

し
て
吸
入
試
験
な
ど
を
行
い

発
が
ん
性
を
検
証
す
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
メ
タ

ク
リ
ル
酸
ブ
チ
ル
の
製
造
・

輸

入

量

は
１
万
〜
１０
万
	

で
、
樹
脂
や
塗
料
、
潤
滑
油

の
添
加
剤
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
染
色
体
異
常
試
験
で
は

陰
性
が
示
さ
れ
、
発
が
ん
性

は
低
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

同
省
で
は
労
働
者
の
健
康

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
が
ん
原

生
試
験
を
実
施
す
る
化
学
物

質
を
毎
年
度
１
品
目
選
び
検

証
し
て
い
る
。
現
在
、
メ
チ

ル
ア
ミ
ン
や
ア
ク
リ
ル
酸
メ

チ
ル
な
ど
が
試
験
中
。

同
日
の
検
討
会
で
は
ア
ク

リ
ル
酸
メ
チ
ル
を
生
殖
毒
性

試
験
の
対
象
物
質
と
す
る
こ

と
も
決
め
た
。

◇
化
学
生
物
総
合
管
理
学
会
が

春
季
討
論
集
会

３
月
７
日
（
１０

時
〜
１８
時
半
）
に
社
会
技
術
革
新

学
会
と
共
催
す
る
。「
化
学
物
質
管

理
の
法
体
系
と
国
際
競
争
力
」「
諸

外
国
の
化
学
品
法
規
制
と
情
報
の

あ
り
方
」「
化
学
物
質
、放
射
線
、消

費
生
活
用
製
品
の
分
野
ご
と
の
リ

ス
ク
認
識
と
管
理
基
準
の
比
較
」

の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
、午
前
の
部

で
３
人
の
講
師
が
問
題
を
提
起
。

午
後
の
部
で
は
各
テ
ー
マ
に
つ
い

て
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
追
加
の
問
題

提
起
を
行
っ
た
後
、
討
論
を
行
う
。

参
加
申
し
込
み
は
、
氏
名
、
所
属
、

終
了
後
の
意
見
交
換
会
の
参
加
有

無
を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ル
（c

b

�ji
m

2
@

c
b
im

s.n
e
t

）
で
（
非
会

員
は
参
加
費
１
０
０
０
円
、
意
見

交
換
会
は
会
員
・
非
会
員
と
も
２

０
０
０
円
）。会
場
は
東
京
・
千
代

田
区
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
。

◇
持
続
可
能
な
経
営
戦
略
で
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
生
産
性

機
構（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）は
１３
〜
１５
日
に
、

経
済
産
業
省
、
日
本
生
産
性
本
部

と
共
同
で
第
２８
回
Ａ
Ｐ
Ｏ
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
持
続

可
能
な
企
業
戦
略
」
を
京
都
で
開

催
す
る
。
Ａ
Ｐ
Ｏ
加
盟
国
か
ら
多

数
の
経
営
者
、
政
府
関
係
者
ら
が

参
集
し
、
優
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
企
業
価
値
を
高
め

て
い
る
日
本
・
ア
ジ
ア
企
業
の
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
学
び
、
そ

の
具
体
的
な
活
動
や
展
開
方
法
、

企
業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
。経
産
省
、資
生
堂
、上
智

大
学
大
学
院
、メ
イ
バ
ン
ク（
マ
レ

ー
シ
ア
）
な
ど
産
学
官
か
ら
ス
ピ

ー
カ
ー
を
招
く
予
定
で
、
企
業
者

組
織
の
社
会
的
責
任
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
見
解
や
経
験
を
紹
介
す

る
。会
場
は
国
立
京
都
国
際
会
館
。

プラ工連が描く現行法体系に基づいた再資源化手法のイメージ

再資源化手法のイメージ

材料リサイクル

高炉、コークス、ガス
化、ＲＰＦ

生ごみ・汚泥等の処理
と同時にごみ発電／熱
利用。低ハロゲン含有
の廃プラはセメントキ
ルン、ＲＰＦ、高炉等
も選択肢

材料リサイクル

高炉、ガス化、発電／
熱回収

材料リサイクル

排出形態

単一材質プラスチッ
ク、ＰＥＴボトル

異なる材質のプラスチ
ックが混合したもの

プラスチック含有ゴミ

異なる材質のプラスチックが混
合したもの

単一材質プラスチック

異なる材質のプラスチ
ックが混合したもの

単一材質プラスチック

容リ法等
で市町村
が分別回
収

家電・自
動車リサ
イクル法
等で収集

一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物

材材料料リリササイイククルル
ＰＰＥＥＴＴ本本格格投投入入

使
用
比
率
最
大
化
へ

植
物
由
来

を

混

合

清涼飲料水ボトル

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

排排
出出
量量
のの
新新
取取
引引
手手
法法
をを
実実
験験

ババレレンンタタイインン用用カカーー
ドドにに割割りり当当てててて販販売売

ＮＩＩ、凸版印刷など

排出権は東北復興支援に

中
環
審
部
会
で
あ
い

さ
つ
す
る
細
野
環
境

大
臣

プ
ラ
推
進
協
「
自
治
体
と
事
業
者
の
交
流
会
」
よ
り

ププララ製製容容器器包包装装リリササイイククルル

下

パネルディスカッションでは
活発な意見交換が行われた

ラライイフフササイイククルル
全全体体でで考考察察をを

商
品
全
体
で
環
境
配
慮

（１０）２０１２年（平成２４年）２月１０日（金曜日）（第三種郵便物認可）


